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   Ｈ０１Ｌ  51/48     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/44     (2006.01)
   Ｈ０１Ｇ   9/20     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｈ０１Ｌ   31/04     １１２Ｚ
   Ｈ０１Ｇ    9/20     １０３　
   Ｈ０１Ｇ    9/20     １１３Ａ
   Ｈ０１Ｇ    9/20     １１１Ｂ
   Ｈ０１Ｇ    9/20     １１１Ｃ
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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月24日(2017.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固体太陽電池の製造方法であって、該方法は、
　－　集電体を含む層を提供する工程と、
　－　金属酸化物層を塗布する工程であって、前記金属酸化物層が２００ｎｍ以下の厚さ
を有する前記工程と、
　－　有機－無機ペロブスカイトを含む増感剤層を塗布する工程と、
　－　正孔輸送層を塗布する工程と、
　－　対向電極を提供する工程とを含み、
　前記金属酸化物層は、（ａ）前記集電体、（ｂ）任意のコンパクトな金属酸化物下地層
及び（ｃ）任意のナノ多孔性足場層から選択される１つの上に塗布され、前記金属酸化物
層を塗布する工程から増感剤層を塗布する工程までの間及びその工程の後、温度が３００
℃未満に維持されることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記方法中に、太陽電池、又は少なくとも前記集電体と前記金属酸化物層とを含む部分
的に組み立てられた太陽電池が、一貫して及び連続して、３００℃未満の温度に曝露され
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記金属酸化物層が３００℃を超える温度に曝露されず、及び／又は前記金属酸化物層
が焼結されない、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記温度が、２００℃未満である、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
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【請求項５】
　前記金属酸化物層が、≦６０ｍ2／ｇのグラム当たり表面積比を有する、請求項１～４
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記金属酸化物層が前記集電体上に、及び／又はコンパクトな金属酸化物下地層上に、
直接堆積される、請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記集電体を含む層が導電性支持体層であり、好ましくは導電性ガラス及び導電性プラ
スチックから選択される、請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記金属酸化物層が化学浴堆積（ＣＢＤ）により塗布される、請求項１～７のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記金属酸化物層が、適宜、（ａ）前記集電体、（ｂ）前記任意のコンパクトな金属酸
化物下地層及び（ｃ）前記任意のナノ多孔性足場層から選択される１つを、ＴｉＣｌ4を
含む溶液に曝露することにより塗布される、請求項１～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記増感剤層が有機－無機ペロブスカイトを含み、前記増感剤層を塗布する工程が、
　－　１種以上の２価又は３価の金属の塩を含む膜を塗布及び／又は堆積する工程、及び
　－　前の工程で得られた膜を、溶媒中に１種以上の有機アンモニウム塩を含む溶液に曝
露及び／又は接触させ、それによって、有機－無機ペロブスカイトを含む層を得る工程を
含む、請求項１～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記１種以上の２価又は３価の金属の塩がそれぞれ式ＭＸ2及びＮＸ3

（ここで、Ｍは、Ｃｕ2+、Ｎｉ2+、Ｃｏ2+、Ｆｅ2+、Ｍｎ2+、Ｃｒ2+、Ｐｄ2+、Ｃｄ2+、
Ｇｅ2+、Ｓｎ2+、Ｐｂ2+、Ｅｕ2+、及びＹｂ2+からなる群から選択される２価金属陽イオ
ンであり、
　Ｎは、Ｂｉ3+及びＳｂ3+からなる群から選択され、
　いずれのＸも、独立して、Ｃｌ-、Ｂｒ-、Ｉ-、ＮＣＳ-、ＣＮ-、及びＮＣＯ-から選択
される。）
を有し、
　前記有機アンモニウム塩は、ＡＸ、ＡＡ′Ｘ2、及びＢＸ2

（Ａ及びＡ′は、独立して、Ｎ含有ヘテロ環及び環系を含む、１級、２級、３級又は４級
有機アンモニウム化合物から選択される有機１価陽イオンから選択され、Ａ及びＡ′は、
１～６０個の炭素及び１～２０個のヘテロ原子を有し、そしてＢは、１～６０個の炭素及
び２～２０個のヘテロ原子を有し、２つの陽性荷電した窒素原子を有する、１級、２級、
３級、又は４級有機アンモニウム化合物から選択される有機２価陽イオンである。）
から選択される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項１０又は１１に記載の方法であって、前記金属酸化物層上に１種以上の２価又は
３価の金属の塩を含む膜を塗布及び／又は堆積する工程は、１種以上の２価又は３価の金
属の塩を含む溶液からの膜を塗布する工程を含み、前記溶液は、Ｐ及びＹの塩を更に含み
、ここでＰは、無機及び有機陽イオンから選択され、Ｙは、Ｃｌ-、Ｂｒ-、及びＩ-から
選択され、Ｐが２価又は３価の陽イオンである場合、対応する数のＹが存在して、前記塩
中のＰの陽イオン性電荷を補償する、方法。
【請求項１３】
　集電体と、金属酸化物層と、前記金属酸化物層と接触している増感剤層と、対向電極及
び／又は金属層とを含む固体太陽電池であって、前記増感剤層と前記対向電極及び／又は
金属層との間に正孔輸送層が存在し、前記金属酸化物層は２００ｎｍ未満の厚さと、≦６
０ｍ2／ｇのグラム当たり表面積比とを有する、前記太陽電池。
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【請求項１４】
　前記金属酸化物層が前記集電体と接触している、請求項１３に記載の太陽電池。
【請求項１５】
　前記増感剤層が有機－無機ペロブスカイト層を含む、請求項１３又は１４に記載の太陽
電池。
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